
▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300

○ソング
　君が代　奉仕の理想
○ビジター
　石川RC創立40周年記念式典実行委員長　佐川保博様、副実行委員長　渡邊忠栄様、新入会予定者　齋藤愛様
○スマイルBOX
　◦石川RC　渡邊忠栄様、佐川保博様（本日は創立40周年のPRにお伺いしました。来たる5月12日の記念式典に

は、多数の登録と御来臨をお待ち申し上げます。）
　◦佐藤幸彦会長（石川RC　佐川様、渡邊様、ようこそ。又、丘の上幼稚園　齋藤様、入会お待ちしています。

誕生日プレゼントありがとうございました。）
　◦村上堅二幹事（本日はライラ研修発表、石川会員ありがとうございました。石川RCの渡邊様、佐川様、よ

うこそ。齋藤様、御入会お待ちしております。）
　◦山縣栄寿会員（またひとつ年をとりました。今後共、よろしくお願いします。）
　◦永野文雄会員（ゲスト石川RC、佐川様、渡邊様、ようこそ。齋藤愛様お久しぶりです。入会をお待ちして

います。RYLAの石川委員長さん、卓話ありがとう
ございます。）

　◦金田昇会員（石川RC　佐川実行委員長、渡邊副実
行委員長ようこそ。ご盛会をお祈りしています。齋
藤愛さん、入会楽しみにしています。）

　◦沼田重一会員（結婚記念日のお祝いありがとうご
ざいます。又、石川会員、研修報告ありがとうござ
います。あまり出席できていないので、今後、出席
に向けてがんばります。）

　◦佐川京子会員（石川RCの皆様、齋藤様ようこそお
いでくださいました！今日、私は結婚記念日とお誕
生日のお祝いを頂戴いたしました。ありがとうござ
います。健康にも気をつけながら頑張っていきたい
と思います。皆様これからもよろしくお願いいたし
ます。）

　◦宮本多可夫会員（本日は、石川RC　佐川様、渡邊
様、ようこそ。齋藤愛さん、新入会お待ちしており
ます。）

白河西ロータリークラブ
S H I R A K A W A  W E S T   R O T A R Y   C L U B

創立１９８６年2023～2024年度クラブ目標

会　長　　佐　藤　幸　彦
幹　事　　村　上　堅　二

『みんなが楽しい　ロータリー』

2023－24年度国際ロータリーテーマ
第1796回例会
令和６年３月７日（12：30～13：30）

A  出席免除を受けていない正会員数 ５５名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ６９名

C  Ⓐの出席者数 ２５名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 ８名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ３３名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ６３
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ５２．３％

第1796回例会出席状況� （R６年３月７日)
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■会長の時間� 佐藤幸彦会長
　皆さん、こんにちは。まず初めに、
本日のお客様を紹介させていただきま
す。石川ロータリークラブ40周年実行
委員長、佐川様。同じく副実行委員長、
渡邊様。後程、ＰＲがあると思います
のでどうぞよろしくお願いしたいと思

います。もう一方、お客様を紹介させていただきたい
と思います。丘の上幼稚園園長でございます齋藤様。
仮入会ということで今年度5人目の会員になる予定で
ございますので、また齋藤様にも後程一言自己紹介を
含めていただきたいと思いますので、どうぞよろしく
お願いしたいと思います。さて、昨日でございますが
スキー愛好会の「そうだマウントジーンズへ行こう」
という事業を開催させていただきました。3人だけの
参加でありましたが、金田会員、諸橋会員、私と。ま
た、私の妻と娘、合計5人で行ってまいりました。ゴ
ンドラに乗って頂上、ゴンドラから降りまして1～2分
で頂上の展望台に行けるわけなんですが、頂上に積雪
20センチくらいありまして、曇りだったもんですから
那須連峰はうっすら那須のロープウェイとかうっすら
見える程度でありましたが、無事行ってまいりました。
ちなみに、金田会員は体幹を鍛えてるだけあってバラ
ンスのいい非常にいい滑りをしておりました。諸橋会
員は私と一緒に滑るのが初めてだったんですが、本人
曰く久しぶりと言っておりましたが、かなり上手でし
たね。足を揃えてバーッと急斜面でも滑ってきますし、
非常に普通1～2年ではあそこまで上達しないというよ
うな素晴らしい滑りをしておりました。また、私マウ
ントジーンズの回し者ではないんですが、あと3日で
本当にクローズしてしまうということでございますの
で、あと3日、行かれる方は是非行ったほうがいいん
じゃないかなと思っております。ちなみに、永野会員
は本日奥様と午後から行ってくるそうでございますの
で、是非本日はかなり天気が良いので眺めを見てきた
らいいかと思います。ちなみに、金土日3日間しかな
いんですが、土日はここのところ入場制限がかかって
おります。駐車場が満杯になって入れない状態がずっ
と続いておりますので、土日行かれる方は朝早く行く
か、もしくは諦めるしかないかと思っております。さ
て、ロータリーですがホームミーティングがだいぶ開
催されております。ホームミーティングはみんなで楽
しくやっていただきたいと思いますので、是非楽しん
でいただければと思います。また、まだ仮報告なんで
すが3月末阿部次年度のＰＥＴＳ報告の予定でありま
すが、急遽ファイヤーボンズの講演をしたいというこ
とが入っておりますので、まだ理事会通っておりませ
んが、理事会通りましたら正式に発表させていただき
たいと思います。さて、本日はＲＹＬＡの報告会とい

うことで石川会員はじめ行かれた方の報告をお願いし
たいと思いますので、よろしくお願いしたいと思いま
す。以上、会長挨拶とします。よろしくお願いします。

■幹事報告� 村上堅二幹事
◦福島中央ロータリークラブ会長　山田稔：例会場変

更のお知らせ
◦ガバナー　右近八郎、地区大会実行委員会委員長　

渡辺健寿

◦石川ロータリークラブ
　40周年実行委員会副実行委員長� 渡邊忠栄様

　どうも皆さん、こんにちは。石川ロ
ータリーから参りました渡邊、佐川で
す。この度、石川ロータリーおかげさ
まで40周年を迎えることができます。
その式典のＰＲに参りました。今回、
副実行委員長をさせていただいており

ます。会場は「八幡屋」で当館でありまして、皆様方
を心から歓迎申し上げますので是非ご参加よろしくお
願いいたします。詳しくは実行委員長の佐川のほうか
ら報告させていただきます。よろしくお願いいたしま
す。

◦石川ロータリークラブ
　40周年実行委員会実行委員長� 佐川保博様

　只今ご紹介頂きました実行委員長の
佐川でございます。人物からいっても
年齢からいっても本当は渡邊さんが実
行委員長で私副委員長ぐらいがちょう
どいいんですけども、いろんな流れで
実行委員長やることになってます。只

今お話がありましたように、来たる5月12日日曜日に
40周年の記念式典を母畑温泉の「八幡屋」さんで行う
ことになっております。中身ですけども、登録開始午
後からということで2時から記念式典。それから、3時
45分から記念講演ということで、講師は学法石川高校
野球部の佐々木順一朗監督に講演していただくことに
なりました。まもなく甲子園に行ってきますけども、
その辺も含めてお話しいただけるんではないかと思い
ます。そして、ウェルカムアトラクションということ
で、祝賀会の前に学法石川高校のチアリーディング部
全国大会入賞してるということで、その辺をしていた
だくことにこれもなっております。残念ながらお酒の
席は遠慮してくれということで、事前のアトラクショ
ンということになりますけども、その後すぐに懇親会
ということで今度は和気あいあいと皆さんに飲食を楽
しんでいただくということに考えております。なお、
登録料につきましては一万円でございます。それか
ら、式典に先立ちまして記念ゴルフコンペを開催いた
します。通常ですと翌日というのが流れなんでしょう
けども、幸いと言いますかね、連休の最終日、振替休

本日のプログラム
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日5月6日が休日ということで、その日に記念コンペを
開催させていただくことになりました。「白河国際カ
ントリー」で行います。こちらもどちらも皆さん方の
ほうにご案内がクラブのほうには届いていることと思
いますけれども、多数の登録をしていただき、また多
数ご参加いただけることをお願いいたしまして、40周
年記念の式典のＰＲにさせていただきます。よろしく
お願いいたします。ありがとうございました。

■入会希望者紹介
◦藤田龍文会員

　皆さん、こんにちは。入会希望者を
本日ご紹介したいと思います。通常ロ
ータリーですと、皆さんにロータリー
の良さをお伝えしてお誘いするという
形が多いかと思うんですが、今回の入
会希望者自ら入会したいということで

来た。決して誘っているわけではないですので、その
辺はご承知いただければと思います。齋藤愛さんは実
は私の妹でして、ちょっと身内で入るのも何かなと思
ったんですが、彼女自体は西ロータリーが生まれた当
時の交換留学生で、西ロータリーからアメリカに高校
時代に一年間留学させてもらったという経験もありま
すので、私なんかよりもロータリーの事業を昔から知
って体感してるというなので。こういう私よりはしっ
かり向いてるのかなと思います。あと何より義理の兄
が齋藤孝弘先輩ですので、逆に取り扱い注意していた
だければと思います。よろしくお願いいたします。あ
とは詳しい説明は本人からしていきたいと思いますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。

◦入会予定者� 齋藤愛様
　はじめまして。只今、ご紹介に預か
りました齋藤愛と申します。自己紹介
をしようと思ったことをすべて兄に話
されてしまったので、そのような形な
んですが私自身としましては白河市の
立石山にございます「学校法人藤田幼

児教育学園丘の上幼稚園、丘の上保育園」の園長をし
ております。当園は来年で設立45周年を迎えます。従
業員、今、保育士、教職員が35名ほどの企業となって
おります。私自身去年、父母が園長を引退しまして、
今年度から幼稚園と保育園の園長をしています。いろ
いろと自分自身も勉強の学びの場がなければやっぱり
いけないなということで、いろいろ兄等に相談をした
結果、やはり私自身ここでお世話になった経緯なんか
も振り返りますと、人生の先輩方だったりとか、いろ
いろな企業でご活躍されている皆さんのいる場に参加
させていただいて、地元を通して子供たちの育成だっ
たり地域貢献に学びの場として参加させていただけた
らなということで、今回出席をさせていただきまし
た。本当に思い起こすと高校2年生の時に、この場で

多分当時初めての西ロータリーからの交換留学生だっ
たというふうに記憶してるんですけれども、その場に
立ったことを思い出して、ちょっと写真なんかも引っ
張り出してきて見たりしました。その時は、アメリカ
のペンシルバニア州のセントラルハイスクールという
所に留学をさせていただいたんですけれども、本当に
今それで英語に携わる仕事をしているとかいうことで
はないんですけれども、やはりその時にいろいろ経験
させていただいた、まあ大変な事も沢山あって、楽し
い事も沢山あってということが今に生かされているん
じゃないかなというふうに思います。そういう経験を
やっぱり私としては今の職業をとおして小さな子供た
ちだったりとか、そういうことに還元できたらなとい
うふうに思っております。ただ、本当に何もわからな
いことも沢山あって、お恥ずかしいことも沢山するか
もしれないんですけれども、どうぞ皆さんいろいろな
ご指摘をいただきながら、一日一日学びを深めていき
たいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたしま
す。

■委員会報告
◦親睦委員会� 山縣英寿委員

【結婚記念日】
鈴木浩一郎会員、片倉義文会員、沼田重一会員、佐川
京子会員、松永紀男会員

【誕生日】
矢田部錦四郎会員、佐藤
幸 彦 会 長 、 佐 川 京 子 会
員、櫻岡敏之会員、佐藤
礼子会員、山縣英寿会員

◦雑誌広報渉外委員会� 前原俊治会員
　雑誌広報委員の前原です。『ロータ
リーの友』3月号の記事のご紹介をした
いと思います。まず最初に、縦組みの7
～15ページ、こちらに「トイレ、その
先へ」という特集記事が組まれており
ます。この中で私もちょっと初めて知

ったんですが、ロータリークラブの初の奉仕活動が、
アメリカのシカゴ市の公衆トイレの寄贈だったという
記事が載っておりました。その他に、このページにお
いて各国のトイレ事情とかなんかいろいろ紹介されて
おりますので、是非読んでいただければというふうに
思います。その中で、15ページに日本のファブリック
トイレの最前線という記事が載っております。昔の日
本の公衆トイレというのは非常に汚くてですね、入り
たくないなという感じでいたんですが、最近のサービ
スエリア等のトイレ非常に綺麗で、非常に心地よいト
イレになっております。その辺の事情も15ページに書
いてありますので、是非読んでいただければというふ
うに思います。あと、横組みの20～23ページ、「感染
症との闘い～ポリオ根絶とロータリー～」という記事
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が載っております。これは、皆さんもご存じだとは思
いますが、コロナの時ですね有名だった尾身茂さんの
講演の内容でございます。ポリオ根絶は、国際ロータ
リーの中で重要なテーマになっておりますので、是非
読んでいただければというふうに思っております。今
度は縦組み、4～8ページに渡りまして、「福島に職住
を定めた私　廃炉と復興への思い」という記事が載っ
ております。これは、木野正登さんという方の投稿と
いうか講演のお話ですけど。木野さんは東京の経済産
業省に勤めておりまして、福島の事故がありまして福
島のほうに来ていらっしゃった方だったということで
ございます。主に、広報を担当されている方というこ
とになります。木野さんが当初、福島に来た時、すぐ
東京に帰るんだろうと皆さんに言われたことがありま
してですね、廃炉作業というのは非常に時間が長くか
かるということで、福島のほうに定住して復興に力を
貸したいということで、そういう関係の記事が載って
おります。最近はですね、テレビやなんかでも原発
の汚染水の排水問題です
か。こういったこともニ
ュースになっております
が、その他いろいろ記事
が載っておりますので、
是非読んでいただければ
と思っております。その
他にもいろいろ記事が載
っておりますので、是非
読んでいただければとい
うふうに思います。以上
です。よろしくお願いし
ます。

■本日のプログラム
ＲＹＬＡ研修報告会
◦国際ロータリー第2530地区
　青少年奉仕委員会　ＲＹＬＡ委員会
� 中目公英委員長

　皆さん、こんにちは。ＲＹＬＡ研修
会が終わりまして、気が抜けまして風
邪をひきまして風邪声で申し訳ありま
せん。2月24、25日、天皇誕生日の3連
休の後半の2日ということで一泊二日、
磐梯熱海温泉「ホテル華の湯」におい

て42回のＲＹＬＡ研修会が開催されました。研修生が
地区内で38名。そのうち、白河西ロータリーから8名
の研修生を出していただきました。42回のうち、研修
生になったことがあるのは吉成さんがガバナー補佐だ
った時の藤田龍文君ただ一人で、それ以来、急に今回
8名の参加ということで。これはひとえに、金田ガバ
ナーノミニーデグジネートとその心意気に感じていた
だきました石川さんのお力添えだと思っております。
38名の皆さん方に今年のテーマ、「福島から世界の平

和と国際協力を考えてみよう」というテーマのもとで
一泊二日の研修をいたしました。研修の内容はこの
後、石川さんから報告をいただきます。仕事の関係
で、途中で石川さんの従業員の皆さんちょっと帰られ
たもんですから、終了証を渡していなかったので、こ
の場から右近ガバナーに代わりまして金田昇ガバナー
ノミニーデグジネートのほうから石川さんのほうに、
ＲＹＬＡ研修生の終了証を渡していただきたいと思い
ますので、金田昇ガバナーノミニーデグジネート、石
川さん、どうぞ前のほうにお越しください。じゃあ、
右近ガバナーに代わりまして4名分お願いいたしま
す。

◦金田昇ガバナーノミニーデグジネート
　それでは、ＲＹＬＡ研修の終了証をお渡します。4
名の方なんですけども、同じものですのでまず名前を
先に。菊池楓希さん。髙橋治生君と近藤あゆみさん、
鳥井遥翔さんの4名の方、参加していただきました。
代表しまして、「菊池楓希殿　地域社会で世界で発揮
できるリーダーシップの力を身に付けるべく2530地区
クラブのロータリー青少年養成プログラムのカリキュ
ラムを終了したことをこ
こに証明します　2024年
2月24、25日　ＲＹＬＡ
研修2530地区ガバナー右
近八郎」です。よろしく
お願いいたします。あり
がとうございました。

◦中目公英委員長
　8名もの研修生を出していただきました。西クラブ
の負担も大変沢山出していただいておりますので、ご
協力ありがとうございました。それでは、内容は石川
さんのほうからお願いします。

◦石川格子会員
　改めまして、石川です。今日はＲＹ
ＬＡ研修会の報告ということで、私の
ほうからお話しさせていただきます。
今日、月初めで時間が少ないので15分
弱ぐらいでお話しさせていただきま
す。皆さんの手元には裏表の資料をお

渡しさせていただいたんですが、本当は資料なしでい
こうと思ったんですが、資料があったほうが話が聞き
やすいということで、社員から指摘がありまして急遽
印刷しました。なので、許可を取ってないページが沢
山ありまして、特に渡部陽一さんのホームページとか
そのまま載せてるので、是非門外不出でお願いいたし
ます。資料は投影しながら説明させていただきます。
先程、ご紹介にあったように当社の社員から4名輩出
させていただきまして、皆さんには金銭面でも大変お
世話になりました。後程、社員の感想も交えてご報告
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させていただきます。ＲＹＬＡについてなんですが、
私もちょっと不明確な中で研修に参加させていただき
ました。ＲＹＬＡというのは、ロータリーユースリー
ダーシップアワードということで、青少年指導者養成
プログラムの略になります。地域でリーダーシップを
発揮したいとか、可能性を広げたい、世界を変えたい
という若者を中心にバックアップをするためのプログ
ラムになっています。参加者は先程もお話にあったよ
うに西ロータリークラブから3名、それから研修生と
して所属会社のほうも記載させていただきました。計
8名ということでご覧のとおりとなっております。推
薦クラブからは先程もありましたけれども、白河西ク
ラブがダントツの1位で8名輩出ということで、その
他、福島、保原と続いてご覧のとおりです。人数の年
齢分布なんですけれども、ちょっと事務局集計で5名
ほど年齢を公表したくないということで、参加者38名
中33名の集計になりますが、やはり20代と30代の参加
者がほぼほぼで多かったなというところです。50代は
一人いたというところで。プログラムなんですが、一
日目2月24日は講演会、それからワークショップがメ
インとなりました。戦場カメラマンの渡部陽一さんの
基調講演。それから、ルワンダミヨベプロジェクトと
いうことで、保原ロータリークラブの岩淵さんから。
それから、ワークショップということでＪＩＣＡ、皆
さんには馴染みのあるところでいくと、青年海外協力
隊の二本松の井上さんからワークショップをしていた
だきました。その流れでグループディスカッションと
いうことで、研修生を中心としたグループディスカッ
ションが進められました。この基調講演ではですね、
渡部陽一さんから「戦場からのメッセージ　ファイン
ダー越しに見た命の現場」ということで、「こんにち
は」というところから基調講演が始まりまして、そこ
から90分だったんですが、あっという間の楽しいと言
ったらちょっと語弊があるんですけれども、すごく引
き込まれる内容だったので渡部陽一さんのイメージが
ガラッと変わりました。何故彼がこの職業を選んだの
かという話が最初になされたんですが。明治学院大

学、本当は早稲田大学に入りたかったそうなんです
が、明治学院大学の一年の授業の時に、先生からアフ
リカの話があったということで。アフリカの中のツチ
族とか、そういった狩猟民族、狩猟生活をしている民
族の話が合って、実際に見に行きたいというふうに思
ったそうです。渡部さんは実際に見に行ったというこ
とで、たまたまその時期が皆さんご存じかわかりませ
んがルワンダ大虐殺って100万人くらい虐殺されたと
言われている1994年の出来事なんですがその真っ最中
だったそうで、そこの地域に行きましたら小学生かそ
れ以下の子供たちに、血だらけの子供たちに助けを求
められて彼は何もできなくて帰ってきたと。その状況
を手ぶらで行ったものなので、口頭で周りの人に説明
したら何も伝わらない。じゃどうしようとなった時
に、小さい頃から趣味だったカメラ、ファインダー越
しに皆さんに現状を伝えたいということで、この戦場
カメラマンという職業を選んだそうです。戦場の実際
なんですけれども、勉学を禁止されている地域があっ
たりですとか、病院でもやはり金銭面でも衛生面でも
そうですができることが限られていたり、二次戦争被
害といってウラン弾とか、その被害を受けた人の次世
代、またその次世代に体に影響があったりとか、地域
に影響があったりとか、そういった戦場の実際をお伝
えいただきました。どの戦場に行っても共通している
ことがあるそうで、共通していることは子供が必ず犠
牲になってる。その現状があるということでお伝えい
ただきました。おまけで、戦場での食べ物をご紹介い
ただいたんですが、皆さん知ってますか。フンモスと
かフムス、ホムスというらしいんですけれども。戦場
では何を食べて生活してるんですかという質問がよく
あるそうで、ひよこ豆をペーストにしてレモン果汁、
それからゴマ、オリーブオイルを混ぜ合わせたエネル
ギーがすごくある食べ物。これをパンに付けて食べて
生活をしているというお話で、最近はスーパーフード
になりまして、なんかこの辺でも売ってるというお話
を聞いたんですけれども、是非見かけたら食べてみて
ください。味のないピーナツクリームがすっぱい感じ
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ということでした。それから、二つ目の講演でしたが
「ルワンダミヨベプロジェクトの体験から若い世代に
伝えたいこと」ということで、アフリカの大体中心に
ありますルワンダという国のミヨベ地区。そこで保原
ロータリークラブ、それから「ＮＰＯ法人のルワンダ
の教育を考える会」というものが福島県内にあるそう
でタッグを組みまして、その地域に行って水、衛生を
保つための雨水の貯水装置の技術をお伝えしたり、農
業とか土木の技術をお伝えすることで、その貧困地
域、発展途上国の地域の自立支援を目指すための活動
をしているということで、その現状をお伝えいただき
ました。この講演をとおして若い世代に伝えたいこと
ということで、ちょっと資料とお話が多かったのでざ
っくりまとめさせていただいたんですが、結果が出る
までルワンダミヨベ地区では3年という短期間でずい
ぶん地区が変わったそうです。いろいろ構想を練って
この地区に入ったそうですが、まずは構想を沢山練る
よりもまずはやってみるということであったり、思い
がブレないという姿勢。それから、どんなゴールにこ
の地域をさせたいのかという目的。それから、自分の
意見だけではなくていろんな人の話、いろんな視点か
ら物事を考えるということだったり、情熱を持って活
動する。こういうことが大事なんだよという事で、こ
の活動の内容を通してお伝えいただきました。それか
ら、一日目の最後になりますが、青年海外協力隊の井
上さんからは世界の食卓というものを通して、グルー
プディスカッションでは事業構想、今私たちに取り組
めることは何かという事業構想を考えるグループディ
スカッションまでも進めていただきました。実はその
世界の食卓を通して考えることは様々で、世界の人口
は1960年には30億。2024年、今年は80億。そして、
2080年には104億人というふうにいわれています。世
界の人口が増える中で日本の人口は減っているという
現状の中で、できることを考えていただきたいという
お話もありました。開発途上国、皆さんに馴染みのあ
る言葉だと発展途上国。これは他国から支援を受けて
成り立っている国どのぐらいありますかということ
で、世界196か国中145か国が何らかの支援を受けて成
り立っているということでした。今では、発展途上国
と開発途上国というのは意味合いが一緒だそうで、発
展途上国というのはあまり明確な基準がなかったとい
うことなんですけれども、途中から産業とか経済、技
術の開発が著しく発展しているというのを基準にしよ
うというので、今では開発途上国というふうに言うこ
とが多いそうです。ということで、ご覧ください。そ
して、この地図は先進国とそれ以外の発展途上国、開
発途上国の様子なんですが、よく南北問題と言われま
すが上のほうが黒くなってますがそこが先進国です。
下のほうは温かい地域が多いんですけれども、輸出輸
入の際に安価で取引をされることが多いことから、発
展しづらい地域というふうに言われているそうです。
今では、ＧＮＰ国民総生産で基準を定めるよりも、Ｇ

ＮＩ、インカム、国民総所得で発展途上国、それから
先進国の違いというのを基準を設けているそうです。
大体、国民の総所得が11万円以下という基準があるそ
うです。ということで、研修生の感想が足早にお話
ししてまいりましたが、当社4人の研修生の感想でし
た。20代の彼は自分より日本語を理解して課題に向か
って話してるのを見て刺激になりましたということ
で、実は日本語が喋れない研修生も中にいまして、身
振り手振り携帯とかを使いながら通訳しながらやって
ました。それから、普段から会社で言われている一つ
のものをいろんな方向から捉えることの大切さを再認
識しました。女性2人も出ましたが、初対面の人と話
し合うことが苦手だということで、全然喋れなかった
けれどもすごく学びになりました。それから、もっと
知見を広げていろんな視点から物事を考えるような人
になろうと思いましたということで、ロータリーとし
てはリーダーシップを養うそういったプログラムです
が、当社としては社員を輩出したことで最高の研修と
いうふうになったなとすごく感じました。また、来年
以降も機会があれば輩出させていただきたいなと思い
ます。以上です。ありがとうございました。

◦中目公英委員長
　発表ありがとうございました。ＲＹＬＡ青少年指導
者養成プログラムは、大変青少年奉仕の中では多くの
クラブが参加しやすい、インターアクトクラブを作っ
てくださいとか、ローターアクトクラブを作ってくだ
さいとか、あと齋藤愛さんのようにイクスチェンジの
交換学生を出してくださいというのはハードルは高い
のですが、ＲＹＬＡのほうは大変その意味ではハード
ルは低いので、来年以降も参加していただければあり
がたいと思っております。おかげさんで日本ロータリ
ー34地区あるのですが、2530地区今年がこの全国の地
区の研究大会を今年の6月の8、9の一泊二日でやるこ
とになっています。その全国34地区で200人くらい集
まるんですけど、その中で2530地域の今年のＲＹＬＡ
研究会の報告を、地区を代表してＲＹＬＡ委員長の私
が喋れと右近ガバナーからこの間言われて驚いている
ようなところで。それもこれもこんな役目を仰せつか
るのも、西クラブの母体があったからだと思っており
ますので、ひとつ今後ともお力添えいただければと思
っております。今日のＲＹＬＡ研修会の報告、本当に
ありがとうございました。


